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基本操作ガイドは、3冊構成です。 
最初に本書をお読みください。 


本体操作 



ご使用前に必ず本書をお読みください。 

将来いつでも使巧できるように大切に保管してくださし、。 


JPN 

































































A 安全にお使いいただ〈ために 

安全にお使いいただ〈ために、お下のミ主意事項を必ずお守りください。また、本書に記載されていること iil 外は巧 
わないでください。思わめ事故を起こしたり、火災や感電の原因になります。 


^警告 


■設置場巧について 



• アルコール-シンナー などの引义性溶剤の近くに設置しないでください。引义性溶剤が内部の電気部 
品に触れると义おや感電の原因になります。 


I 電源について 



• 濡れた手で電源コードをはき差ししないでください。感電の原因になります。 


-電源コードは確実にコンセントの奥まで差し込んでください。差し込みが不十分だと、义おや感電の 
原因になります。 

• 同捆されている電源コードなかは使用しないでください。义おや感電の原因になります。また、同« 
されている電源コードを他の製品に使巧しないでください。 

•電源コードを傷つける、加工する、引っ張る、無理に曲げるなどのことはしないでください。また電 
源コードに重い物をのせないでください。傷ついた部分から漏電して、义おや感電の原因じなります。 

• ふたまたソケットなどを使ったタコ足配線は行わないでください。义おや感電の原因になります。 


-電源コードをまわたり、結んだりして使用しないでください。义なや感電の原因になります。 


-電源プラグを定期的に巧き、その周辺およびコンセントに溜まったほこりや巧れを、乾いたホで巧き 
耳又ってください。ほこり、湿気、油煙のをいところで、電源プラグを長期間差したままにすると、そ 
の周辺に溜まったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、义おの原因になります。 


I 万一異常が起きたら 

© -万一、煙が出たりをな臭いがするなどの異常が起こった場合、そのまま使用を結けると义おや感電の 
原因になります。すぐに電源スイツチを切り、その後必ず電源コードをコンセントから巧いてくださ 
し、。そしてお近くの販売店までご連絡ください。 


■清掃のときは 

•清掃のときは、水で湿したホを使巧してください。アルコール■ベンジン■シンナーなどの引义性溶 
I ろ y 剤は使巧しないでください。プリンタ内部の電気部品に f 妾触すると义おや感電の原因になります。 


I ，む臓ぺースメ ーカをご使用の方へ 

-本製品から微弱な磁気が出ています。む臓ペースメーカをご使用の方は、異常を感じたら本製品から 
離れてください。そして、医師にご相談ください。 
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A 安全にお使いいただ〈ために 


^注意 


■設置場所について 



-不を定な場所や振動のある場所に設置しないでください。プリンタがをちたり倒れたりして、けがの 
原因になることがあります。 



湿気やほこりのをい場所、直射日光の当たる場所、高温や义気の近くには設置しないでください。义 
おや感電の原因になることがあります。周囲の温度が15〜30で、湿度が10〜80%(結露しないこと） 
の範囲の場所でお使いください。 

を足の長いジュータンやカーぺットなどの上に設置しないでください。プリンタ巧部に入り込んで义 
巧の原因になることがあります。 

いつでも電源コードが巧けるように、コンセントの回りには物を置かないでください。万ープリンタ 
じ異常が起きたとき、すぐ I こ電源コードが巧けないため、义おや感電の原因になることがあります。 

強い磁気を発生する機器のおくや磁界のある場所には設置しないでください。誤動作や故障の原因と 
なることがあります。 


■プリンタを持ち運ぶときは 



プリンタ本体の質量は次のとおりです。 
iPF 815/ iPF 825 :約 112 kg 

プリンタを持ち運ぶときは、必ず6人な上で左ちから持ち、腰などを痛めないようにを意してくださ 


い。 


© -プリンタを持ち運ぶときは、左ち底面の[運搬用取っ手]をしっかりと持ってください。他の場所を 
持つと不を定になり、落としてけがをする場合があります。 


I 電源について 


重; 

巧 


-電源コードを巧 < ときは、必ずプラグを持ってはいてください。コードを引っぱると電源コードが傷 
つき、火災や感電の原因になることがあります。 

. 延長コードは使用しないでください。火おや感電の原因になることがあります。 


• AC 100 — 240 V なかの電源電圧で使巧しないでください。火災や感電の原因になることがあります。 
なおプリンタの動作を件は次のとおりです。この条件にあった電源でお使いください。 

電源電圧： 100 V 
電源周波数： 50/60 HZ 


■清掃のときは 

が、. 清掃のときは、電源コードをコンセントから巧いて < ださい。誤って電源スイツチを押してしまうと、 
作動した巧部の部品に触れてけがの原因になることがあります。 


■プリントへッド、インクタンク、メンテナンスカートリツジについて 



-を全のため子供の手の届かないところへ保管してください。誤ってインクをなめたり飲んだりした場 
合には、ただちに医師にご相談ください。 

• プリントヘッド、インクタンク、メンテナンスカートリッジを落としたり振ったりしないでくださし、。 
インクが漏れてホ服などを巧すことがあります。 

• 巧刷後、プリントヘッドの金属部分には触れないでください。熱 < なっている場合があり、やけどの 
原因になることがあります。 
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A 安全にお使いいただ〈ために 


■その他 








-プリンタを分解■改造しないでください。内部には電圧の高い部分があり、义おや感電の原因になり 
ます。 


•プリンタの近くでは可燃性のスプレーなどは使巧しないでください。スプレーのガスが内部の電気部 
分に触れて、义おや感電の原因になります。 

• 印刷中はプリンタの中に手を入れないでください。内部で部品が動いているため、けがの原因になる 
ことがあります。 

•プリンタの上にクリップやホチキス針などの金属物や液体-引火性;’容剤（アルコール-シンナーなど) 
の入った容器を置かないでください。プリンタ内部に落ちたりこぼれたりすると、火なや感電の原因 
になることがあります。 

•[カッターユニット] の刃 （a) の部分に触れないでください。けがの原因になります。 
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.万一、 異物（金属片-液体など）がプリンタ内部に入った場合は、プリンタの電源スイッチを切り、 
電源コードをコンセントから抜いて、おおくの販売店までご連絡ください。そのまま使用を縮けると 
乂災や感電の原因になることがあります。 

•インタフェースケーブル類は正しく接続してください。コネクタの向きを間違えて接続すると、故障 
の原因になります。 

-印刷中は、部屋の換気を行なってください。 


-設置には十分なスペースを確保することをお勧めします。 


商標について 

Canon、Canon ロゴ、 imagePROGRAF は、キヤノン株式会社の商標またはき録商標です。 

Microsoft、Windows は、アメリカ合衆国およびその他の国で登録されている Microsoft Corporation の商標です。 
Macintosh は、アメリカ合衆国およびその他の国で登録されている Apple Inc. の商標です。 

その他、このガイドに記載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

カラープリンタの使用に関する法律について 

紙幣、有価証券などをプリンタで印刷すると、その印刷物の使用如何に巧わらず、法律に違反し、罰せられます。 
関連法律：刑まま148を、第149を、第162を通貨及証券模造取締法第1を、第2を等 
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取扱説明書の種類 

取扱説明書の種類 


名前 

内容 

セットアップガイド 

プリンタの開徊から設置、ドライバのインストールの手 
順を記載しています。 

基本操作ガイド1(本書） 

本体操作 

プリンタの基本的な使い方について記載しています。 

基本操作ガイド2 
困ったとさには 

困ったときの巧処まなどについて記載しています。 

基本操作ガイド 3 

本体の輸送方ま、ソフトウ I アのインストール方まにつ 

プリンタを運ぶときには/プリンタドライバ 
インストール 

いて記載しています。 

取扱説明書 

プリンタを操作するうえでの詳しい操作方まが記載され 

(電子マニュアル） 

ています。 

用ネ氏 リファレンスガイド 
(電子マニュアル） 

本機で使用できる用紙を紹介しています。 


電子マニュアルの開きかた 


電子マニュアルは、 imagePROGRAF サポート情報から表示することができます。 

imagePROGRAF サポート情報から、電子マニュアルを表示するだけでなく imagePROGRAF のま用ホー 
ムページにアクセスすることもできます。 



製品マニュアル 

製品 マニュアルには、 プリンタの詳しい操作モま 
や印刷中のトラブルの解決モまなどが記載されて 
います。 

巧紙リファレンスガイド 

用紙リファレンスガイドには、プリンタで使用で 
きる用紙の種類や仕様が記載されています。 

最新情報について 

imagePROGRAF の専用ホームぺージにアクセス 
して、各種最新情報や;舌用方法などをご覧になれ 
ます。 


imagePROGRAF サポート情報は、な下の方までま示して〈ださし、。 


Windows の場合 

デスクトップの [iPFxxxx サポート] (XXXX はモデル名）アイコンをダブルクリック 
します。 

驟 

iPFxxxx 

サポート 

Mac OS X の場合 

Dock 巧の [iPF サポート]アイコンをクリックします。 

つ 
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取扱説明書の使い方 

マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや取り巧い上の制限、を意などの説明に、な下のマー 
クを付けています。 


A 

ミ主意 

取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生する恐れのあるミ主意 
事項を記載しています。ま全に使用していただくために、必ずこの;ま意事項をお守 
りください。 

〇 

重要 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項を記載しています。製品の故障•損傷や 
誤った操作を防ぐために、必ずお読みください。 


メモ 

操作の参考となる情報や、特定のテーマに関する捕足情報を記載しています。 


参照先について 


本書では、参照ホをな下のように記載しています。 


基本操作ガイドの場合 
(冊子番号とタイトル） 

(一 Bxx ) (一旦 XX ) (一 0 XX ) 

製品マニュアルの場合 

(一電子マニュアル 「 XXJ ) 


表記に ついて 


ボタン名や画面上の表示項目じついて 

本書では、操作パネル上のキーやボタンの名称、ソフトウ X アの画面上の項目（メニューやボタンなど) 
などをな下のように表しています。 


操作パネル上のキー 

(例) [ OK ] キーを押します。 

操作パネルのディスプレイの表示 

(例) [へット ''ク1ドング]と表示されます。 

ソフトウエアの画面上の項目 
(メニュー やボタンなど） 

(例) [ OK ] をクリックします。 

キーボード上のキー 

(例) < Tab > を押します。 


各部名称について 

本書では、プリンタ本体の各部の名称などをな下のようにましています。 
プリンタ本体の各部の名称 T (例）[上カバー]を開きます。 


イラストやソフトウェアの画面について 

• 本書では、 iPF 815/ iPF 825 共通の記載は iPF 815 のイラストで説明しています。基本的な操作は同じで 
すが、ご使用の機種とイラストが異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

•本書で使われているプリンタドライバやアプリケーシヨンソフトの画面は、ソフトウェアのバージヨ 
ンアップなどにより、実際と異なる場合があります。 

• 本書では、 Windows での操作説巧に Windows XP の画面が使われています。 
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各部の説明 


ここでは、各部の名称と機能について説明します。 

I iPF825 


a h 




名称 

機能 

a 

[上カバー] 

このカバーを開き、プリントへッドを取り付けたり、用紙をセットしたり、プリンタ内部 
につまった用紙を取り除きます。 

b 

[排紙ガイド] 

印刷物が排細されます。また、口ール紙をセットするとき 1 こ、このガイドを開きます。 

c 

[口ールホルダースロット] 

[口ールホルダー]をこのガイド溝にセットします。 

d 

[口ールホルダー ] 

ロール紙をこのホルダーにセットします。 

台 

[カット紙保護布] 

排紙されたカット紙を受け止める布製のトレイです。 

f 

齢化口] 

口ール紙をセットするときに、ここに口ール紙を差し込みます。プリンタ側（[口ール紙1 
(上段)])と口ールユニット側（[口ール紙2(下段)])の2段にセットできます。 

g 

[ホルダーストッパ] 

[ロールホルダー]にロール紙をこの部品で固定します。 

h 

[インクタンクカバー] 

このカバーを開き、インクタンクを交換します。 


[操作パネル] 

このパネルで、プリンタを操作したり、プリンタの状態を確認します。 


[リリースレバー] 

[用紙押さえ]を解除します。用紙をセットするときに、このレバーを手前側に引き上げま 
す。 

k 

メンテナンスカートリッジ 

ヘッドクリーニングなど、メンテナンスで使用したインクを吸収します。（いっぱいに 
なったら交換します。） 


[運搬用取っ手] 

左ち底面のこの部分を持って、6人でプリンタを運びます。 

m 

[メンテナンスカートリッジカ 
バ ー] 

このカバーを開き、メンテナンスカートリッジを交換します。 

n 

[スタンド] 

プリンタの取り付け台です。キャスター付きで簡単に移動できます。 

0 

[スタンド L ] 

[スタンド]の左足です。 

P 

[スタンド R ] 

[スタンド]のち足です。 

q 

[レッグカバー] 

[スタンドリと[スタンド R ] のカバーです。 

广 

[ストッパ] 

[スタンド]のキャスターを固定します。 

プリンタを移動するときは、必ず[ストッパ]を解除してください。[ストッパ]をロックした 
ままプリンタを移動すると、キャスターが削れて床に傷が付〈場合があります。 

s 

[口ールユニット] 

2本目のロール紙を取り付けるためのユニットです。 


[口ールユニットレ/く一] 

このレバーを持って[口ールユニット]を引き出します。 
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を部の説明 


I iPF815 




名称 

機能 

a 

[上カバー] 

このカバーを開き、プリントへッドを取り付けたり、用紙をセットしたり、プリンタ内部 
につまった用紙を取り除きます。 

b 

[排紙ガイド] 

印刷物が排紙されます。また、口ール紙をセットするときに、このガイドを開きます。 

c 

[口ールホルダースロット] 

[口ールホルダー]をこのガイド患にセットします。 

d 

[口ールホルダー ] 

ロール紙をこのホルダーにセットします。 

台 

[排紙サポート] 

印刷物が[口ールホルダー]や[給紐 □] に卷き込まれるのを防止します。 

f 

[スタンド固定型バスケット] 

排紙された用紙を受け止める布製のトレイです。 

g 

齢ホ氏口] 

ロール紙をセットするときに、ここにロール紙を差し化みます。 

h 

[ホルダーストッパ] 

[ロールホルダー]にロール紐をこの部品で固をします。 


[インクタンクカバー] 

このカバーを開き、インクタンクを交換します。 


[操作パネル] 

このパネルで、プリンタを操作したり、プリンタのが態を確認します。 

k 

[リリースレバー] 

[巧紙押さえ]を解除します。用紙をセットするときに、このレバーを手前側に引き上げま 
す。 


メンテナンスカートリッジ 

ヘッドクリーニングなど、メンテナンスで使用したインクを吸化します。（いっぱいに 
なったら交換します。） 

m 

[運搬用取っ手] 

左ち底面のこの部分を持って、日人でプリンタを運びます。 

n 

[メンテナンスカートリッジカ 
パー] 

このカバーを開き、メンテナンスカートリッジを交換します。 

0 

[スタンド] 

プリンタの取り付け台です。キャスター付きで簡単に移動できます。 

P 

[スタンド L ] 

[スタンド]の左足です。 

q 

[スタンド R ] 

[スタンド]のち足です。 

广 

[スタンド上ステー] 

[スタンド L ] と[スタンド R ] を支えます。ここに、[巻き取り装置](オプション）を取り付けま 
す。 

s 

[レッグカバー] 

[スタンド L ] と[スタンド R ] のカバーです。 


[ストッパ] 

[スタンド]のキャスターを固定します。 

プリンタを移動するときは、必ず[ストッパ]を解除してください。[ストッパ]をロックした 
ままプリンタを移動すると、キャスターが削れてホに傷が付く場合があります。 
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各部の説明 

I 上カバー内部 




名称 

機能 

a 

[上カバーローラ] 

用紙の浮き上がりを押さえて排紙します。 

b 

[が合わせライン] 

用がをセットするときに、このラインに合わせてセットします。 

c 

[キャリッジ] 

プリントへッドを動かします。印刷するための重要な部品です。 

d 

[キャリツジシャフト] 

この部分を[キャリッジ]が移動します。 

e 

[用紙押さえ] 

用紙を送るための重要な部品です。この部分で用紙を保持しています。 

f 

[プラテン] 

この部分をプリントへッドが移動し、印刷が行われます。表面には[吸引口]があり、用紙の 
浮き上がりを防ぎます。 

g 

[フチなし巧刷インク受け溝] 

フチなし印刷するときに、用紙の外側にはみ出したインクを受けます。 

h 

[クリーナブラシ] 

[上カバー]内部を清掃するときに、このブラシで[プラテン]上のが粉を掃き取ります。 

また、[プラテン]上の青い[スイッチ]を動かす際に巧用します。 


[カツターレール] 

この部分を[カッターユニット]が通過し、用細をカットします。 


[カッターユニット] 

用紙を自動でカットするための丸刃カッターです。 

k 

[リニアスケール] 

[キャリッジ]の位置を検出するための重要な部品です。[上カバー]巧部で清掃や紙づまり 
処理を行うときは、絶対に触れないでください。 


[スイツチ] 

フチなし印刷をする隙に•側に設定します。 

m 

[インクチユーブスタビライ 
ザー] 

インクチューブを固定します。 


(3 -[リニアスケール] 化)、 [キャ リッジ シャフト] (が、 [インクチユーブス タビラ イザー] ( m ) には触れないでくだ 
重要 さい。触れると故障の原因になります。 
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各部の説明 

操作パネル 




名称 

機能 

a 

[オンライン]キー（緑） 

プリンタのモードをオンライン/オフラインに切り替えます。 

b 

[メニュ -] キ- 

プリンタのメインメニューを表示します。（一〇メニューマップ） 

c 

[データランプ](緑） 

印刷ジョブまたはファームウ X アのデータの状態を示します。 

d 

[メツセージランプ](オレンジ） 

メッセージの表示中に点なまたは点減します。 

巨 

[給紙選が部] 

[給紙選が]キーを押して選択した給紙元のランプが点なします。 

1 . [口ール紐ランス（緑） 

2. [カット紐ランス（緑） 

f 

[給紙選が]キー 

給紙元を切り換えます。このキーを押すたびに、ロール紙とカット紙が切り替わり、[給紙 
選キ尺部]のランプが点灯しまず。 

g 

[ディスプレイ] 

プリンタのメニュー、巧態、またはメッセージを表示します。 

h 

[色ラベル] 

インクタンクの色です。[ディスプレイ]に表示されるインクの残量に対応しています。 


[HDD ランス(緑） 

巧部の/ドディスクにアクセスすると点灯します。 


[ィ]キー 

メニューモードのときに、このキーを押すと、1つ上の階層のメニューを表示します。 

k 

[▲巧一 

オフラインモードのときに、このキーを押すと、ロール紙を排紙方向と逆の方向Iこ手動で 
送ることができます。 

メニューモードのときに、このキーを押すと、1つ前の項目または設定値を表示します。 


[▼巧一 

オフラインモードのときじ、このキーを押すと、ロール紙を排紙方向に手動で送ることが 
できます。 

メニューモードのときに、このキーを押すと、次の項目または設定値を表示します。 

m 

[►] キー 

メニューモードのときに、このキーを押すと、1つ下の階層のメニューを表示します。 

n 

[OK] キー 

メニューモードのときに、選択した項目の実巧や値の設定を巧うことができます。[ディス 
プレイ]に [OK] キーを押すメッセージが表示された場合も、このキーを巧します。 

0 

[インフオメーシヨン]キー 

プリンタのサブメニューを表示します。このキーを押すたびに、インクや用紙に関する情 
報が表示されます。 

また、このキーを3砂巧し続けると、プリントへッドのクリーニング([へット‘クリ- ニ ング A]) を実 
寺于します。 

P 

曜源]キー 

プリンタの電源をオン/オフにします。 

q 

[用紙セツト/排紙]キー 

用紙のセット/取り外し方法をガイダンスで確認できます。用紙がセットされていないと 
きにこのキーを押すと、用紙のセット方法、用紙がセットされているときにこのキーを押 
すと、用紙の取り外しちまが[ディスプレイ]に表示されます。 

r 

[ストツプ]キー 

1砂レ: >1 上押すと、処理中のジョブや実行中のインク乾燥を中止します。 


感. スリープモード中は、[電源]キーな外のいずれかのキーを押すと、スリープモードから復帰します。 
メモ 
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口ール紙に口ールホルダーをセツトする 

ここでは、口ール紐に口ールホルダーを取り付ける方まについて説明します。 


口ール# 氏 I こ印刷する場合は、 口ール 紙を [ 口ールホルダー] に取りせけます。 

口ール 系氏の东氏管には2インチと3インチの2 つの 種類があるため、紙管に合ったアタツチメントを取りせけてく 
ださい。工場出荷状態では [2 インチ东氏管アタッチメント]が取り付けられています。 


巧意するもの 


2インチ紙管のロール紙を使用する場合 
[2 インチ紙管アタッチメント] (a) 

3インチ紙管のロール紙を使用する場合 
[3 インチ紙管アタッチメント]1 (b) 

[3 インチ紙管アタッチメント]2 (C) 




A - ロール紙は、転がり落ちないように、机の上など平面に横置きにしてセットして〈ださい。ロール紐を落とすと、 
fS けがをする場合があります。 


0 - ロール 紙の先端が不揃いだったり、ミちれやテープの跡がある場合 
は、切り揃えておいてください。給紙不良や印刷品質のほ下の原 
因になります。 

バーコードが印刷されている口ール紙の場合、バーコード部分を 
カットしないように注意してください。 

• ロール 紙の端面は、巻き揃えておいてください。 


セツトできるロール紙のサイズと種類については、「用細のサイズ」、または用紐リファレンスガイドを参照してく 
ださい。 

(一電子マニュアル「用紙のサイズ」） 

(一電子マニュアル「用紙の種類」） 

[用紙セツト/排紙]キーを押すと、[ディスプレイ]でガイダンスを確認しながら用紙をセツトできます。 




[ホルダーストッパ]のレバー ( a ) を軸側から起こして ロツ 
クを解除し、図の位置 （ b ) を持って [ホルダーストッパ] 
を [ ロールホルダー] から取り外します。 


a 



2 


3インチ紙管の巧紙を使巧する場合は、 [3 インチ紙管ア 
タッチメント]1のツメ （ a ) を [ 口ール ホルダー] の巧 （ b ) 
に合わせて、しっかりと差し込みます。 
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口ール紙に口ールホルダーをセツトずる 


3 


図のように、口ール紙の先端を手前側に向けて、口ール 
紙のち側から[口ールホルダー ] を差し込みます。口ール 
紙が、[口ールホルダー]のフランジ （ a ) に突き当たるま 
でしつかりと差し込みます。 


¢9 • 口ールホ氏をセットするときに、強い衝撃をちえないでください。[口ールホルダー]がお損する原因に 
なります。 



4 [ホルダーストッパ] I こ、使用する口ール紙の紙管のアタッ 

チメントを取り付けます。 

アタッチメントのツメ （ a ) を [ ホルダーストッパ]の巧 （ b ) 
に合わせて、しっかりと差し込みます。 


[3 インチ东か置アタツチメント]2 



[2 インチ东か置アタッチメント] 



5 


図のように、 [ ホルダーストッパ]を左側から[口ールホ 
ルダー ] に差し込み、図の位置 （ b ) を持って[ホルダー 
ストッパ]のフランジ （ a ) がロール紙に突き当たるまで 
しっかりと押し込みます。 [ ホルダーストッパ]のレバー 
( C ) を軸側に倒してロックします。 
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ロール 紙を プリンタにセツト する 

ここでは、口ール紙をプリンタにセツトする方法について説明します。 


口ール紙は[口ール紙1(上段） ] と[口ール紙2 (下段） ] の2箇所にセットできます。 （ iPF 825 のみ) 


-巧 ffl しない用ががセットされている場合は.取り外しておきます。 

^ - 口ール 紐の場合（一〇 口ール 紙をプリンタから取り外す） 

メモ •カット紐の場合（一！！カット紙を取り外す） 

• [キャスターかバスケット]を取り付けている場合は、事前に取りかしておきます。（一電子 マニュアル 「キャスター 
付バスケットを使用する」） 

-[プラテン]が巧れている場合は、[上カバー]巧部を清掃しておきます。（—百用がが巧れるときは） 

-[用がセット/排紐]キーを押すと、[ディスプレイ]でガイダンスを確認しながら ffl がをセットできます。（一電子 
マニュアル 「ガイダンスを見ながら操作する」） 


I プリンタ （ iPF 825 : 口ール糸氏1(上段））に口ール糸氏をセッ r 'する 


1 給紙元にロール紙を選巧されていることを確認します。 

(^電子マニュァル「給紙元を選択する J ) 



2 


[上カバー]を開き、[排紙ガイド]を上げます。 


3 


[ 口ールホルダー]の白いギヤが付いている側を [ 口ール 
ホルダースロット ] の白いギヤがせいている側に向け、 
[口ールホルダー ] の軸 （ a ) を[口ールホルダースロッ 
卜]の左ちのガイド溝化）に合わせてセツトします。 




A -セットするときに、[口ールホルダー]の軸 （a) とガイド港化）の間に指が挟まれないようにま意し 
注意てください。 


嫁. 

メモ 


ロール 紙に [ ロールホルダー] を取り付ける手順は、お下を参照して〈ださし、。 
(一〇口ール 紙I こ口ールホルダーをセツト する） 
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(3 

重要 


ロール紙を引き出すときは、印刷面をミちさないようにを意してください。巧刷品費が低下する場合が 
あります。ロール紙は、印刷面を保護するために、清潔な布手袋を着巧して取り扱うことをお勧めし 
ます。 

用紙にしわやカールがある場合は、しわやカールを取ってからセットしてください。 

用紙のち端と [ ロールホルダー]の間に、すきまが開か 
ないよラにセツトしてください。 




7 [0 K ] キーを押します。 

用紙が給紙されます。 

ロール紙をセツトすると、[ディスプレイ]に用紙の種類を選択するメニューが自動的に表示されます。 
引き続き、用紙の種類を選択してください。（一電子マニュアル「用紙の種類を選択する（ロール紙)」) 
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ロール紙をブリンタにセツトする 


■ 口ール紙2(下段）に口ール紙をセットする （ iPF 825 のみ) 


〇 

重要 


レ: I 下の場合は、 [ ロールユニット] を引き出さないで〈ださい。 

• 印刷中 

[ ロールユニット]を引き出したときの振動で印刷品質が低下する場合があります。 
• カット紙がプリンタにセットされている場合 
カツト紙が排紙されたり、まれにカツト紙が巧れる事があります。 



1 給紙元に ロール 紙を選おされていることを確認します。 

電子 マニュアル 「給紙元を選択する J) 


2 [口ールユニットレバー] (a) を持ち、[口ールユニット] 
を引き出します。 


3 [口ールホルダー]の白いギヤが付いている側を [ 口ール 
ホルダースロット ] の白いギヤが付いている側に向け、 
[口 ールホルダー ] の軸 （a ) を[口 ールホルダ^—スロッ 
卜]の左ちのガイド溝 （b) に合わせてセットします。 



b a a b 



会. 


セットするときに、[ロールホルダー]の軸 （ a ) とガイド溝 （ b ) の間に指が挟まれないようにミ主意し 
てください。 


• 口ール紙に[口ールホルダー]を取り付ける手順は、お下を参照して〈ださし、。 
, T (一 n 口—ル紙に口ールホルダーをセツトする） 
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ロール紙をプリンタにセツトずる 



〇 


ロール紙は、印刷面をミちさないために、清潔な巧手袋を着巧して取り扱うことをお勧めします。 
用紙にしわやカールがある場合は、しわやカールを取ってからセットしてください。 

重ち-用紙の右端と[ロールホルダー]の間に、すきまが開か 
ないようにセツトしてください。 



5 しやがんだ状態で両手で [ ロールユニツト] をプリンタへ 
押し込みます。 



6 


[キヤ スターせバスケット] をプリンタIこ取りせけます。 
(一 電子 マニュアル 「キヤ スタ— 付 バスケッ トを使用す 
る」） 


7 [0K] キーを押します。 
用紙が給紙されます。 


口ール紙をセツトすると、[ディスプレイ]に用紙の種類を選がするメニューが自動的に表示されます。 
引き続き、用紙の種類を選巧してください。（一電子マニュアル「巧紙の種類を選択する（ロール紙)」) 
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ロール紙をプリンタから取り外す 

ここでは、ロール 紙をプリ ンタ から取り外す方法に ついて 説明します。 



印刷済みのロール紐をカットする必要がある場合は、プリンタのメニューで[用紐カット]を選巧し、任意の位置で用 
紙をカットします。電子マニュアル「ロール紙のカット方法を設定する」） 


プリ ン タのメニューで、 [用紙に： L-] の[口-ル紙残量管理]をけン]に 
設をした場合は、 ロール 紐の先端に残量バーコードが巧刷されま 
す。ただし、用細の種類によっては、バーコードが印刷されず、テ 
キストによる用紙情報の印刷になる場合があります。 



〇 

重要 


ロール 紙残量管理機能をち効にしているときは、バーコ ー ドが印刷される前に ロール 紐を取り出さないでくださし、 
ロール 紙の残量を管理できなくなります。 


!プリンタ （ iPF 825 : 口ール紙1(上段））から口ール紙を取り外す 


1 [用紙セツト/排紙]キーを押します。 
IPF 815 の場合は手順4へ進みます。 



2 [ ▲] キー、 [▼] キーで [ 用紙の取り外し]を選択し、 [ OK ] 
キーを押します。 


3 


[▲] キ_、[ ▼] キーで [ 口-ル紙1(上段)]を選択し、 [ OK ] キ_ 
を押します。 

ロール 紙が排紙されます。 
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ロール紙をプリンタから取り外す 


5 両手で[口ールホルダー ] を矢印方向に回して口ール紙を 
巻き取ります。 




屬. 

メモ 


ロール 紙から [ ロールホルダー] を取り外す手順は、お下を参照して〈ださし、。 
(一電子 マニュアル 「 口ール 紙から 口ールホルダーを 取り外す」） 



•新しく用紙をプリンタに取り付る場合は、引き続きレ:1下を参照してくださし、。 
メモ （一 n 口-ル紙をプリンタにセツトする） 
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ロール紙をプリンタから取りかす 

I 口 ール紙2 (下段）の口 ール紙を取り外す （ iPF 825 のみ) 



[用紙セツト/排紙]キーを押します。 


2 [ ▲] キー、 [▼] キーで [ 用紙の取り外し]を選択し、 [ OK ] 
キーを押します。 


3 [ ▲] キ_、[ ▼] キーで [ 口-ル紙2(下段)]を選択し、 [ OK ] キー 
を押します。 

ロール 紙が排紙されます。 


4 


[オンラインランプ]の消灯を確認してから、[口ールユ 
ニット レバー] ( a ) を持ち、 [ ロールユニット] を引き出 
します。 


5 両手で[口ールホルダー ] を矢印モ向に回して口ール#氏を 
巻き取ります。 




咳. 

メモ 


ロール 紙から [ ロールホルダー] を取り外す手順は、お下を参照してくださし、。 
(一電子マニュアル 「 口ール 紙から 口ールホルダーを 取り外す」） 
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ロール 紙をプリ ンタ から取り外す 


しやがんだ状態で両手で [ ロールユニット] を押し込みま 
す。 



场. 

メモ 


新しく用紙をプリ ンタに 取り付る場合は、引き続きレ:I下を参照してくださし、。 
(一！！ ロール 紙をプリ ンタにセツト する） 
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カツト紙をプリンタにセツトする 

ここでは、カツト紙をプリンタにセツトするモまについて説明します。 


9 ) 

メモ 


セツトできる用紙のサイズと種類については、「用紙のサイズ」、または用紙リファレンスガイドを参照してくださ 
い。（一電子 マニュアル 「用細のサイズ」）（一電子 マニュアル 「用紙の種類」） 

[ プラテン]がミちれている場合は、[上カバー]内部を清掃してから用紙をセツトしてください。（一且巧紙が巧れ 
るときは） 


[用紙セツト/排紙]キーを押すと、[ディスプレイ]でガイダンスを確認しながら用紙をセツトできます。（一電子 
マニュアル 「ガイダンスを見ながら操作する」） 



事前にコンピュータから印刷ジョブを送信しておくと、 
[ディスプレイ]に印刷する用紙の種類とサイズが表示さ 
れます。[リリースレバー ] を上げ、[上カバー ] を開きます。 



2 


印刷面を上にして縦長になる向きで、カツト紙を[プラテ 
ン] ( a ) と[用紙押さえ] ( b ) の間に差し込み、お下の 
手順で用紙の先端を合わせます。 

1. ち側の[紙合わせライン] ( C ) に合わせてセツトします。 

2. 図のように、[紙合わせライン] ( d ) の手前側に、差し 
込んだ用紙の先端を合わせます。 


カツト紙を差し込むと、自動的にカツト紙が吸引されて 
[プラテン]上に保持されます。 



-カット紙はち側の[紙合わせライン] Cc ) と平行になるようにセットしてください。斜めになっている 
^ と斜巧 エラーに なります。 

• 用紙に反りがある場合、用紙とプリントヘッドがこすれる可能性があります。反りを直してから用紙 
をセットしてくださし、。 


メモ 


•[リリースレバー]を上げているときは、[プラテン]の用紙吸着力を調整することができます。用紙を 
セットしにくいときは、[操作パネル]の[▲]*—、 [▼] キーを巧して、吸着力を調整してくださし、。 
吸着力の調整は3段階で、 [▲] キーを押すと強く、 [▼] キーを押すと弱〈なります。 

ただし、用紙によっては、吸着力を強〈しても[プラテン]上に保持されない場合があります。その場 
合は、手を添えて用紙をセットしてください。 

-カット紙は、[プラテン]上の巧が吸引することによって保持されています。セット位置によって音が 
聞こえる場合がありますが、異常ではありません。音が気になる場合は、[紙合わせライン]と平行の 
ままセット位置を少し（左ち最大 1 mmla 内）ずらしてみてください。 

-セツト時の吸引時間は約30秒です。吸引中にセツトできなかった場合は、カツト紙を引き抜いて差し 


込み直すと、再び吸引されます。 
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[リリースレバー]を下げ、[上カバー]を閉じます。 


給紙が開始されます。 

給紙が完了すると、自動的にオンラインモードになり、 
自動的に印刷を開始します。 

事前に コンピュータ から印刷ジョブを受信して いない 場 
合は、 [ディスプレイ] に用紙の種類を選択する メニュー 
がま示されます。 

その場合は用紙の種類を選巧してください。電子マ 
ニュアル「用紙の種類を選がする（カット紙)」） 



广 

] カツト紙を取り外す 

V 

、 

ここでは、カツト紙をプリンタから取り外すモまについて説明します。 

) 

ノ 


レツ下の手順でカツト东氏をプリンタから取り外します。 



• EP 刷ジョブまたはインク乾燥の実行中は、[用紐セツト/排化]キーによる排がは実巧できません。[ストツ 
% プ]キーを巧して、印刷中や処理中のジョブ、インク乾燥を中止してから排ホ氏してください。 


2 [0K] キーを押して、カット东氏を排紙します。 

カツト紙は前側に排紙されます。 


3 カツト紙を持ちながら[リリースレバー]を上げ、カット 
紙を取り外します。 
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消耗品 


I インクタンク 


インクタンクをご購入の際は、レ： I 下のインクタンクの型番とラベルに 「 A 」 が記載されていることをご確認くだ 
さし、。 


330 ml 

• MBK インクタンク PFI -303 MBK 

• BK インクタンク PFI -303 BK 

• C インクタンク PFI -303 C 

• M インクタンク PF 1-303 M 
•丫インクタンク PFI -303 Y 



700 ml 

• MBK インクタンク PFi -703 MBK 

• BK インクタンク PFI -703 BK 

• C インクタンク PFI -703 C 

• M インクタンク PFI -703 M 
•丫インクタンク PFI -703 Y 



!プリントヘッド 

• プリントヘッド PF -03 



I メンテナンスカートリッジ 


メンテナンスカートリツジには、シャフトクリーナが付属しています。 


-メンテナンスカートリツジ MC -09 
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インクタンクを交換する 

ここでは、インクタンクを交換する方まについて説明します。 


対応しているインクタンク 


330 ml または 700 ml のインクタンクに交換することができます。（一||ミ肖耗品) 

■インクタンクの取しパ及い上のを意 


インクタンクを取り极うときは、が下の点にミ主意してくださし、。 


fJ \ • 取り外したインクタンクのインク供給部には、インクが付着している場合があります。インクタンクの取り扱いに 
^ は十分ご注意〈ださい。インクが衣服などに付くと落ちない場合があります。 

• インクタンクは、開封後、半年お内に使い切ることをお割めします。時間の経過したインクタンクを使用すると、 
印刷品質がお下する場合があります。 

-プリンタは、長期間 （1 か月レ U 上）、インクタンクを取り外した状態にしないで〈ださい。プリンタじ残ったイン 
クがつまり、印刷不良の原因になります。 


■インクタンクが交換可能であることを確認する 


な下の場合に、インクタンクを交換できます。 

電源をオンにした直後のプリンタのネ刀期化中、へッドクリーニング中は、インクタンクを取り外さないで〈だ 
さし、。 


[ディスプレイ]に[オンライン]、[オフライン]、インクタンクの残量確認や交換 
を指示するメッセージが表示されているときに、インクタンクを交換できま 
す。 


ホンライン 

③フオ忧おな 
に 0 A 2 □—ル 

因 B 白 B 因 


インクタンクの交換を指示するメッセージが表示されている場合は、 [ OK ] 
キーを巧します。 

この場合は、「インクタンク交換のメニューを選択する」の内容は実行せず、 
「インクタンクを取り外す」に進んでください。 


n インクがあ y ません。 

[ OK ] を巧してインクタンクを 
を換してくださし、。 

己 日白 函11 



メモ 


• 印刷ジョブのキャンセル中、用紙の給紙中もインクタンクを交換できます。 
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インクタンク交換のメニューを選択する 


インクタンクを交換する 


• インクタンクの交換を指示するメッセージが表示されている場合は、この手順は不要です。[ディスプレイ]のメッ 
セージを確認し、 [ OK ] キーを押します。引き続き、インクタンクを取りかします。 


1 [メニュー] キーを巧して、[メイン メニュー] を表示しま 
も 



2 [ ▲] キー、 [▼] キーを巧して [ インクタンク交換]を選択し、 [►] 
キーを押します。 


3 


[▲] キー、 [▼] キーを押して[する]を選択し、 [ OK ] キー 
を押します。 

[デ イス プレイ]に[インクタンクカバー]を開けるメッ 
セージが表示されます。引き続き、インクタンクを取り 
外します。 


■インクタンクを取り外す 



インクを交換する[インクタンクカバー]を開き、[イン 
クランプ]を確認します。 

インクがなくなると、[インクランプ]はまく点滅します。 
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インクタンクを交換する 


2 


交換する色の[インクタンク固定レバー]のストッパー ( a ) 
を持ち上げて、[インクタンク固定レバー]を止まるとこ 
ろまで引き上げてから、手前に倒します。 



/ 

矮. [インクタンク固をレバ- 

-] がロックするところまで押し下げ'て < ださい。 

\ 

メモ. [インクタンク固をレバ- 

V 

-] が戻らないことを確認してください。 

) 


3 つまみ部 （ a ) または取っ手 （ b ) を持ってインクタンクを 
取り出し、 [ OK ] キーを押します。 



330 ml の場合 



700 ml の場合 


A - 取り出したインクタンクは、インク供給部 （ a ) を上にして、 

,_ 栖包箱に入れて保管して〈ださい。インクが漏れて周辺が巧れ 

胃' る場合があります。 
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インクタンクをセツトする 


インクタンクを交換する 


1 袋を開封する前に、新しいインクタンクをゆつ〈りと7 

〜8回左ちに傾けながら振ります。図のように、 330 ml 
のインクタンクは片■手で、700 ml のインクタンクは両手 
で持ってください。 



330 ml の場合 



700 ml の場合 


S インクタンクを振らないと、インクの成分がな殿し、 EP 刷品質がほ下する場合があります。 


2 


袋を開封し、インクタンクを取り出します。 



330 ml の場合 



700 ml の場合 


. インク供給部や端子部には、絶対に触れないで〈ださい。周辺の巧損、インクタンクのお損、または 
^ EP 刷不をの原因になります。 

• -度プリンタにセットしたインクタンクは、取りかして振らないでください。インクが飛び散る場合 
があります。 
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インクタンクを交換する 


3 [0K] キーを押し、図のようにインク供給部を下側にして 
インクタンクをホルダーにセットします。 



330ml の場合 



700ml の場合 


0 - セットする色と向きが違うと、インクタンクはホルダーにセットできません。 

インクタンクをホルダーにセットできない場合は、無理に入れずに、[インクタンク固をレバー]に員占つ 
てあるラベルの色表示とインクタンクの色、インクタンクの向きを確認してセツトし直して〈ださし、。 


4 [インクタンク固定レバー]を止まるところまで持ち上げ 
てから、カチッと音がするまで押し下げます。 
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インクタンクを交換する 



み. [インクランプ]が点なしない場合は、セットし直してくださし、。 
メモ 



31 
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メンテナンスカートリッジを交換する 


ここでは、メンテナンスカートリッジとシャフトクリーナを交換するモまじついて説明 

\ 

します。 


I 対応しているメンテナンスカートリツジ 

メンテナンスカートリツジ MC-09 を使巧してください。 

I メンテナンスカートリツジの取り扱い上の;'主意 

メンテナンスカートリツジを取りおうときは、な下の点にま意してくださし、。 


0 - メンテナンスカートリツジは、交換するときなかは取り出さないで〈ださい。 

-インクを合んだメンテナンスカートリツジは、をとしたり傾けたまま放置しないでください。インクが漏れて周辺 
が巧れる場合があります。 

--度使用したメンテナンスカートリツジの上面には、インクが付着しています。メンテナンスカートリツジの巧り 
巧いには十分ごま意〈ださい。インクがホ服などにせ< とをちない場合があります。 


I メンテナンスカートリツジが交換可能であることを確認する 

な下の場合に、メンテナンスカートリツジを交換できます。 


[ディスプレイ]に[オフライン]、メンテナンスカートリツジの残量確認や交換 
を指示するメツセージが表示されているときに、メンテナンスカートリツジ 
を交換できます。 


ホフライン 

[紙をり ▲▼] 

回,フォト光が紙 
画2普あ紙 


因函占因因 

メンテナンスカートリツジ交換のメツセージが表示されている場合は、 [OK] 
キーを押します。 

この場合は、「メンテナンスカートリツジ交換のメニューを選択する」の内容 
は実巧せず、「メンテナンスカートリツジを交換する」に進んで〈ださい。 


n +ンスト川ががい 

っ 1 れ、です。 

/がンスカ-トリがをを換 
してください。 



A * 電源をオンにした直後のプリンタの初期化中、プリントヘッドのクリーニング中、インク吸引中は、メンテナンス 
〜 カートリッジを抜かないで〈ださい。 

化居、 インクが漏れる可能性があります。 

-印刷を一時停止してメンテナンスカートリッジを交換した場合、画像ムラが発生することがあります。 
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メンテナンスカートリツジを交換する 


■ メンテナンスカートリツジ交換のメニューを選択する 


1 [メニュー] キーを巧して、[メイン メニュー] を表示しま 
も 


2 [ ▲] キー、 [▼] キーを巧して [ メンテナンス]を選択し、 [►] キー 
を押します。 



3 [▲]*-、 [▼] キーを押して[かテナンス C 交換]を選択し、 

[►] キーを押します。 


4 


[▲] キー、 [▼] キーを押して[する]を選択し、 [ OK ] キー 
を押します。 

[デイスプレイ]に[メンテナンスカートリツジカバー]を 
開けるメッセージが表示されます。 


|メンテナンスカートリツジを交換する 



[メンテナンスカートリツジカバー]を開きます。 


2 


使用巧みのメンテナンスカートリツジのつまみ （ a ) をも 
手で持って引き出し、もう一方の手でメンテナンスカー 
トリ ツ ジのを面をしっかり持って水平に取り出します。 



0 - 使用をみのメンテナンスカートリッジは重<なっています。必ず、しっかり持って水平になちながら 
取り出し、保管してくださし、インクを合んだメンテナンスカートリッジををとしたり傾けたまま放 
置すると、インクが漏れて周辺が巧れる場合があります。 

-メンテナンスカートリツジの残り容量はプリンタごとに記録されます。一度使用したメンテナンスカー 
トリ ツジを他の プリンタに取り付ける ことはできません。 
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メンテナンスカートリツジを交換する 


3 


捆包箱を開いてビニール袋と緩衝材とシャフトクリーナ 
( a ) を取り外し、メンテナンスカートリッジ （ b ) を取り 
出します。 



い)^^> 




4 


使用巧みのメンテナンスカートリツジを水平に保ったま 
まビニール袋に入れます。ビニール袋の中の空気を巧き 
ながらジッパーをしっかり閉じます。 



5 メンテナンスカートリツジの上下を確認して、«包箱に 
入れて緩衝材を取りせけて、水平に保ったまま保管しま 





fD - メンテナンスカートリッジは、必ず個包箱に入れて、水平に保ったまま保管してください。インクが 
^ 漏れて周巧がミちれる場合があります。 
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メンテナンスカートリツジを交換する 


g [ OK ] キーを押します。 


メンテナンスカートリツジが初期化されます。 

引き続き、シャフトクリーナの交換を行ってくださし、。 



■シャフトクリーナを交換する 



シャフトクリーナ交換のメッセージが表示されますので、 

[▲] キー、 [▼] キーを押して[する]を選択し、 [ OK ] キー 
を押します。 

[キャリッジ]が移動し、[ディスプレイ]に [ 上力が' -を開 
けてくださし、。 ] と表示されます。 


-2 分な上何もしないと、シャフトクリーナ交換の®理がキャンセルされ，自動的にオンラインモードに 
^ なります。オンラインモードになった場合は、[メインメニュ ー] で[シャフトクトナ交換]を実行して < ださし、。 



3 [キャリツジ]のち側にあるシャフトクリーナを、つまみ 
( a ) を持って手前に引き巧きます。 













メンテナンスカートリツジを交換する 


4 


新しいシャフトクリーナのキャップを取り外し、つまみ 
(a) の下側を持って[キャリッジ]に取り付けます。 
シャフトクリーナは、カチッと音がするまで押し込んで 
ください。 



メモ 


使用済みのシャフトクリーナは、新しいシャフトクリー 
ナのキャップを取り付けて、必ずル箱に入れ、使用済 
みのメンテナンスカートリツジといっしよに個包箱に 
入れて処理してください。 
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プリントへッドを交換する 


ここでは、プリントへッドを交換するちまについて説明します。 




■プリントへッドの交換時期について 


な下の場合に、プリントへッドを交換してください。 

• プリンタのメニューで[へット''クり- ニ ング B ] を1〜2回実行しても印刷品質が改善されない場合 
• [ディスプレイ]に[上力 n ''- を開けて、フ’リントへット''を交換してください。]と表示された場合 
• キヤノンお客様相談センターでプリントへッドの交換を指示された場合 

I 対応しているプリントヘッド 


プリントヘッド PF -03 を使用してください。 

■プリントへッドの取り极いの;'主意 


プリントへッドを取り巧うときは、な下の点にを意して〈ださし、。 


^ •取り外したプリントヘッドのノズルには、インクがが着している場合があります。プリントヘッドの取り扱いには 
^ 十分ごを意ください。インクがホ服などに付くとをちない場合があります。 

-プリントヘッドの袋は、プリンタに取り付ける直前まで開封しないでください。また、袋から取り出したプリント 
ヘッドは、すぐにプリンタに巧り付けて〈ださい。開封したまま放置すると.プリントヘッドのノズルが乾いて、 
印刷品質が®下する場合があります。 


プリントへッド交換のメニューを選択する 


A -印刷直後にプリントヘッドを交換する場合は、数分間待ってから作業して〈ださい。印刷直後は、プリントヘッド 
の金属部分が熱<なっているので、触れるとやけどする場合があります。 


-インクの残量が少ない場合は、新しいインクタンクを準備してください。 

の. プリントヘッドの交換では、手が巧れる場合があります。交換時は、プリントヘッドの箱に同相されている手袋を 
メモ 装着してください。 



ロール紙のカツトちまの設定により、印刷物が排紙され 
ていない場合は、カツトして取り除きます。（一電子マニュ 
アル「印刷後に口ール紙をカットする」） 


2 


[上カバー]内部を清掃します。（一旦巧紙が巧れるときは) 
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プリントへッドを交換する 


3 


[メニユ ー] キーを押して、[メインメニユ ー] を表示しま 
す。 



4 

5 

6 


[▲] キー、 [▼] キーを押して [ メンテナンス]を選択し、 [►] キー 
を押します。 


[▲] キー、 [▼] キーを押して[へット''交換]を選択し、 [►] 
キーを押します。 


[▲] キー、 [▼] キーを押して[する]を選択し、 [ OK ] キー 
を押します。 

インクが吸引されます。 

約2分後、 [ ディスプレイ]に[上カバー]を開けるメッセー 
ジが表示されます。 


■プリントへッドを交換する 



[上カバー]を開きます。 


[ディスプレイ]にプリントへッド交換の手順が表示され 
ます。 



2 


[プリントへッド固定カバー]や[プリントへッド固定レ 
バー]が巧れている場合は、水を含ませて固<絞ったホで 
巧れをふき取ります。 



〇 

重要 


[キャリッジ]の電極部には、絶対に触れないでください。プリンタの故障の原因になります。 
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プリントへッドを交換する 


3 


吸気ダクト （ a ) が巧れている場合は、水を含ませて固く 
絞った巧で汚れをふき取ります。吸気ダクトが[キヤリツ 
ジ]に隠れている場合は、[キヤリツジ]を手で移動して 
清掃してください。 


a 




5 [プリントへッド固をカバー]を引き上げて、いっぱいに 
開きます。 




感. 取り出したプリントヘッドは、地域のを例に従って廃棄してくださし、。 
メモ 
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プリントへッドを交換する 



0 - プリントへッドは、必ずつまみ部 （ a ) を持って取り巧っ 
てください。ノズル化）や電極部 Cc ) じは、絶対に 
触れないで〈ださい。プリントへッドの破損や巧刷不 
良の原因になります。 


b 



プリントへッドを一時的に置〈場合は、ノズルや電極部を下向きに置かないで〈ださい。ノズルや電 
極部が損傷し、印刷品質が低下する場合があります。 


8 


プリントヘッドを取り出したまましっかりと持ち、もう 
一方の手でオレンジ色の保護キャップ1 ( a ) を取り外し、 
保護キャップ2 ( b ) をつまみ （ C) を押しながら下に引い 
て取り外します。 




0 - 保護キャップ1 ( a ) や保護キャップ2 ( b ) の巧側には、ノズルを保護するためのインクが塗られてい 
ます。取り外す際は触れないよう I こ注意してください。 

• プリントヘッドには、ノズルを保護するためのインクが入っています。保護キャップ2化）を取り外 
す際は、こぼして衣服や周巧をミちさないようにプリントへッドが入っていた箱の上などで行なうこと 
をお勧めします。こぼれてしまった場合は、乾いた布などでインクをんき取ってください。 

• インク供給部 （ d ) には、絶対に触れないでください。印刷不良の原因になります。 

-取り外した保護キャップや保護ネオは、再装着しないでください。これらのものは、地域の条例に従つ 
て処理してください。 
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プリントへッドを交換ずる 


9 


ノズルを下側、電極部を奥側にして、プリントヘッドを 
[キヤ リッジ]に差し込みます。ノズルや電極部が [キヤ 
リツジ]に当たらないようにを意しながら、奧までしっか 
りと巧し込みます。 



イ^[プリントヘッド固定カバ-]を前側に倒して、プリント 
1ヘッドを□ックします。 



イイ[プリントヘッド固をレバー]を、カチッと音がするまで 
11奥側に倒します。 


1[上 カバー] を閉じます。 


インクが充填されます。インク充填には約6分間かかり 
ます。 




S インクのが真中は、絶対にインクタンクを巧り出さないで〈ださい。 


0 - プリンタのメニューで[自動フ’リント]で[オン]が選巧されていると、プリントヘッドの交換後、インク巧 
填の終了後、自動ヘッド調整が実行されます。この場合、ディスプレイの指示に従って、プリントへッ 
* を ドを調整します。[自動フ。リント]がけフ]に設をされている場合は、プリンタのメニューの[自動へット•調 

整]で[詳細調整]を実巧してください。 （^0 縦線がゆがんだり色ずれがおきるときは） 
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*1： ロール紙がセット濟みの場合のみ設定可能です。 *5： 

つ：[口ール紙残量管疆で[ナン]が設定されている場合の 
み設定可能です。 

*11： [長さの単位]の設定に従います。 

*12: iPF 815 のみ対応しています。 

*13: iPF 825 のみ対応しています。 

*14: プリンタドライ/くの[用紙の詳細設定]ダイアログボ 
ックスから[先端]の設定はできません。 


プリンタに対応する用紙の種類については、用紙リファレンスガ 
イドを参照してください。 

User Software CD - ROM でプリンタドライバをインス I ルした 
とき、または Media Configuration Tool で用紙の情報を更新した 
ときに、プリンタドライバ、関連ソフトウェア、およびプリンタ 
の[操作パネル]の用紙の種類が変更されます。 
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メニューマップ 



♦ ♦ 

b C 


*9: 一度[自動へッド調整]の[詳細調整]を巧った後に実行可能です。 
*12: iPF 815 のみ対応しています。 

*13: iPF 825 のみ対応しています。 
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メニューマップ 


b 


㈱ 


C 


^自動バンド調整 


厂手動バンド調整 


— I 長さ調整 

*3 


厂へッド傾き調整 



標準調整 


詳細調養 


標準/莲い 



イン タフてース 設定 I 


4£0ドタィマ- 


>^F 


ザ 


ザ 


IP 設を 


で 


が 




フレームタイプ 


>►0 


プリントサービス 


封 


AppleTalk 


如 


Ethernet トフィハ 


hq 


巧ラ 


巧わない 


1 


自動お出 




通信ろ式 


Ethernet 挂巧 




亡スパニンブツリー 


MAC アドレス ' 


rb 


しなし、 

する 

しない 

する 


しない 

する 


しない 

する 


自動 

手動 


DHCP 卜 


BOOTP 卜 


RARP 卜 


IP アドレス ト 

サブネットマスク ト 

デフオルト G/W 卜 

巧う 

巧わない 


BinderyPServer 

RPrinter 

NDSPServer 

NPrinter 

オン 

オフ 

半二重 

全二重 

10 Base-T 

100 Base-TX 

巧応しない 

対応する 



オフ 


{〇.0.0.0~255.255.255.255 | 


{〇.0.0.0~255.255.255.255 | 

{〇.0.0.0~255.255.255.255 | 




初期値に戻す 


メンテナンス 


いンテナンス C 交換 




しない 


する 


、ッド交換 


シャフトクリーナ交換 


巧 Hi 送 




しない 


する 


する 


する 


C イ 


j システム設定 


d 




4用紐ミスマッチお巧 


巻き取りエラースキップ 




かおサイズ擾先 


r 用がサイズ優先設定 



オフ 


オン 


カツト紙擾ホ設を1 


カツト紙擾ホ設を2 


>-C 


オフ 

オン 


一時惇止する 

童告ま示する 

お巧しない 


オフ 

オン 


ISO A3 + 

13，x19"(SiJper B) 


ISO B1 

28’x40"(ANSI F) 



10抄 

圓 

30お' 

— 

1か 

圓 

2分 

— 

5分 

圓 

10分 

圓 

30分 


60分 


自動検出 

圓 

Ethernet 2 

圓 

Ethernet 802.2 

圓 

Ethernet 802.3 

し 

Ethernet SNAP 


つ：[紙送り調整]で[長さ優先]が設定されている場合のみ設 
定可能です。 


[ IP モード]で[自動]が設定されている場合のみ設定巧能です。 
[ NetWare ] で[使う]が設定されている場合のみ設定巧能です。 
[自動検出]で[オフ]が設定されている場合のみ設定可能です。 


*10 

*13 

*15 


[ IP モード]で[自動]が設定されている場合は表示しません。 
iPF 825 のみ対応しています。 

管理者は表示/設定可能、管理者1^>1外のューザーは表示 
のみ可能です。 
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メニューマップ 


d 


㈱ 


e 

A k 


*13 


*15 


*15 


Ti # 理をメ 


*15 


*1? 


ニュ- 


—ストプリ: 


* 16 * 

>1- 


4インフオメーシヨン 


セ 


ロール紙切り替え 


ロール退避時プレカット 


ノズルチェック間隔 


キャリッジスキャン幅設定 


スリープタイマー 

長さの単位 


タイムゾーン 


曰せ形式 


曰時設定 


表示言語 

画面コントラスト調堅 

用紙設定巧期化 


HDD データ消去 


出力方ま 


お巧完了後に印刷 


共通ボックス保存 


ジョブ履歴表示 


パスワードのをま 

パスワードのお)巧化 


ステータスプリント 

用紙詳細ブリント 

ジョブ雇歴ブリント 

メニューマップ 

ノズルチェックプリント 

カラーパレットプリント 

システム情報 

エラー履歴 


t 




百 


t 


>^H 


t 






J *8 


]-^J 


与 

^TTis 

应 

ち 

t 

t； 

t 


サイズ最適化する 

サイズ最適化しない 


自動 

オフ 

オン 


ホフ 

1ぺージ 

10ぺージ 

自動 


自動 

固を 


メートル 

フイート/イン于 


yyyy/mm/dd 

dd/mm/yyyy 

mm/dd/yyyy 

曰が設を 
yyyy/mm/dd 


-4 〜 0* 〜4 

しない 

する 

高速 

セキュア高速 

セキュア 

印刷 

印刷(自動消去） 

ボックスな巧 <01> 


オフ 

オン 


オフ 

オン 


オフ 

オン 


H イ 



5分 

■ 

10分 

■ 

15分 

■ 

20分 

■ 

30巧 

■ 

40分 

— 

50巧 

— 

60分 

し 

240分 


時刻訟定 
hh:mm 


0: ロンドン （GMT) 

+1 

パリ’ 口ーマ 

+2 

アテネ,カイロ 

+3 

モスクワ 

+4 

エレバン.バクー 

+5 

イスラマパード 

+6 

ダッカ 

+7 

バンコク 

+8 

香港 

+9 

まま，ソウル 

+10 

:キャンベラ 

+11 

:ニューカレドニア 

+12 

:ウェリントン 

-に 

:ェニゥェトク 

-11 

:ミッドゥェー島 

-10 

:/、ワィ （ AHST ) 

-9 

アラスカ （ AKST ) 

-8 

オレゴン （ PST ) 

-7 

アリゾナ （ MST ) 

-6 

テキサス （ CST ) 

-5 

ニューヨーク （ EST ) 

-4 

サンティアゴ 

-3 

ブエノスアイレス 

-2 

中ホ大西洋 

-1 

カーボベルデ諸島 


二て 



English 

圓 

日本語 

■ 

Francais 

■ 

Italiano 

■ 

Deutsch 

■ 

Espanal 

■ 

PyCCKMM 

圓 

中た（窗化字） 

L 

を号か 


しない 


する 


] 


*8: [日付形式]の設定に従います。 
*13: iPF 825 のみ対応しています。 


*15: 管理者は表示/設定可能、管理者 a 外のユーザーは表示のみ可能 
です 

*16: 管理者のみ表示/設定巧能です。 


r ■[印刷中のメニ ュート 



*1 [紙送り調整]で[自動]または 
[バンド合わせ目優先]が設定 
されている場合に設定巧能です。 
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索引 


英数字 


2インチ紙管アタッチメント . 12 

3インチ紙管アタッチメント . 12 

imagePROGRAF サポート情報 . 5 

い 

インクタンク . 25,26 

インクタンクカバー . 8,9, 27, 31 

インクタンク交換 . 26 

インクタンク固定レバ’一 . 28,30 

インクランプ . 27, 31 

2 

上カバー . 8, 9,10 

力、 

カット紙のセット . 22 

カット系氏の取り外し . 24 

紙合わせライン . 10,22 

さ 

キャリッジ . 10, 35, 38 

給#氏口 . 8, 9,15,17 


シャフトクリーナの交換 . 35 

て 

ディスプレイ . 11 

電子マニュアル . 5, 6 

は 

排 ffi ガイド . 8,9 

ふ 

プラテン . 10 

フランジ . 13 

プリントヘッド . 25,37 

プリントへッドの交換 . 37 

ほ 

ホルダー スト 'ソバ . 8, 9,12 


め 


メニュー マップ . 42 

メンテナンスカートリッジ . 8, 9, 25, 32 

メンテナンスカートリッジカバ’一 . 8, 9 

メンテナンスカートリッジの交換 . 32 

よ 

用紙押さえ . 10, 22 

用紙リファレンスガイド . 5 

y 

リリースレバー . 8, 9 

ろ 

口ール紙のセット . 14 

口ール紙の取り外し . 18 

□ —— J レ木 J レダ^~ . 8, 9,12 

口ールホルダースロット . 8, 9 

□ — ノレユニット . 8, 9 

□ ——ノレユニットレ/、一 . 8, 9 
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